
【23_085思考系メルマガ】自己資金を投資するのが「怖い」の正体 
 
 
 
 
〇〇さん 
 
 
こんにちは、クロです。 
 
唐突ですが、先日ある質問をいただきました。 
 
 
▼質問はコチラ▼ 
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要約すると、日々の倹約でトレード資金を確保したは良いものの、いざ実行する段階で「怖い」と

いう感情が芽生えてしまったというものです。 
 
 
これは決して珍しい現象ではなく、似たような想いで共感する人も多いかもしれません。 
 
 
では、その「恐れ」が何から来ているのかを知り、どうやって対策するかを考えたいと思います。 
 
 
┏┓ 
┗■　「恐怖」の正体 
　└──────────────────── 
 
トレードにおける恐れを敢えてひとくくりにまとめてしまえば『損失に対する恐怖』 
 
ほぼこれでまとめることができるでしょう。 
 
 
トレードにおける恐怖の正体とそれを打破する方法については、年明け間もないころにメルマガ

でまとめたことがありますが（【014】通目参照） 
 
その時に『望む結果に対する過度な期待』と『望まない結果に対する不安』の組み合わせという

表現をしました。 
 
 
その中でも、『望まない結果に対する不安』要するに損をすることに対する過度な恐怖がこの感

情を増幅させていることがほとんどと言えます。 
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これは、身も蓋もない言い方をしてしまいますが、単純に　検証不足　です。 
 
 
なぜなら、その型に沿ってトレードしたときに 
 
・月間の取引頻度と勝率 
 
・１回のトレードで負うことになるリスクの大きさ 
 
・このトレードを繰り返し行ったとき、どれくらいの利回りを見込めるのか 
 
このあたりのデータを検証、テストで充分に確認できていれば、これらの不安に苛まれることは無

くなるからです（【083】通目のメルマガでも、そのあたりの具体的項目について言及しましたね）。 
 
 
実弾でトレードすることに少しでも不安を感じるうちは、上にあげたいずれかのデータを自分の中

で十分に集められていない。 
 
 
だから、自分がこの１回のトレードでどの程度の確率で利を得られるかが分からないから怖いし 
 
損切りだったとして、自分がどの程度のリスクを負っているのか実感が湧かないから怖い 
 
更にそのトレードを何度も繰り返した結果、結局利が残せるのかも分からないから更に怖い。 
 
 
これだけ怖い要素が積み重なってしまっては、それは怖くて当然ですね。 
 
 
ですから面倒であったとしても、『型』に基づくデータの積み重ねによって 
 
一つずつ丁寧に不安（恐怖）の要素を潰していくしかないのです。 
 
 
そのうえで、自分の資金量に応じた適切なリスク幅（兼業トレードなら１トレード２～３％くらいが目

安。それ以上は大きすぎる）でロットを決めてトレードすれば良いです。 
 
 
よく「何％位のリスクなら安心して取引できるのか？」という質問をもらうこともあるのですが 
 
それは先にも挙げたように、前提となるデータの蓄積が十分にそろっているという前提がなくては 
 
小手先の知識でリスク幅だけ決めたところで、「エントリーする恐怖」を払拭することはできないわ

けです。 
 
 



大抵、こう返すとあまり良い顔をされないのですが 
 
このような誰もが面倒がってやらないことを着実にやれる人から、長い目で見た時に安定して収

益をあげるトレードができるようになるのだということを 
 
少なくともこのメルマガを読んでくれている皆さんには、理解してもらえればと思います。 
 


